[image: image1.png]IEs
)

A



[image: image2.bmp]　

第71号（２面）２０１０年12月15日


発行:調布九条の会｢憲法ひろば｣


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************











　◆･･今回も時宜を得たレクチュアであったと思います。特に、丸山真男に対しての視点は、改めて考えさせられました。（福沢観を通じての）固定観念とは怖いものです。フレキシブルにならなければいけませんね。自分にも、社会にも。ありがとうございました。（国領町　大土洋）


　◆･･司馬遼太郎については無関心でしたが、たまたま私の父親が明治四〇年生まれで、呉の海軍兵学校から海軍に入り、昭和二〇年戦死、故郷が徳島だったことで興味を持ち、テレビをみました。日清・日露戦争の英雄たち。ただ、ドラマにあるように、徳川三百年の崩壊で、武士が失職し、生活が大変なのを、県が援助して軍人を育てたというのはほんとうなのかなと思ったことです。気になるのは北朝鮮、中国の動き。百年以上前のことが甦ってきているのでは。気にしています。（無記名）


　◆･･女子学生の間に広がる「タモちゃん」人気は侮れません。『マンガ田母神流』（普遊社）も発売され、小中学生の間にも偏狭なナショナリズムが浸透してゆくことでしょう。このタイミングでの『坂の上の雲』テレビ放映。九条危うし！


　（染地　伊賀上武）


　◆･･昔から、歴史小説、歴史劇は「嘘ばかり書かれている。信用ならない。ダマサレルか」と読んだり観たりしなかった。ＮＨＫの大河ドラマなど一つも観ていない。テレビドラマを観て、本気で信じている人々も回りに多く見受けられ、苦々しく思ってもいる。洗脳される人間がいることも確か。観ないのは正解だった。今後も観るものか。と同時に、制作されることにも反対していきたい。視聴者として当然の権利と思う。（上石原　鵜澤希伊子）


　◆･･たいへん参考になりました。庶民の動向、被支配民族の動向を排除するような「史観」を容認することはできません。彼は反動的なイデオローグそのものだと思いました。（柴崎　日置克之）


　◆･･ＮＨＫドラマは明治の日本国家をほめたたえる一面的な歴史観を浸透させる困りものだと思います。そのドラマに、私の好きな役者が何人も出演していて、それなりにカッコ良いので困ります。（若葉町　むらき数子）


　◆･･視聴率、十二月五日は一四・七％と発表されました。また『龍馬伝』の視聴率は予想外に低迷し、年間平均で前年の『天地人』より三％も落ちました。テレビ恐るるに足らず。しかし司馬ファンは新聞人にも多く、前記の番組も含め投票する世代には司馬史観が浸透してますね。但し投票が意味を持てない政治状況ですし、むしろ投票しない若い世代に、「この国のかたち」(憲法）を考えることよりも 経済状況から来るナショナリズムが行きわたるのが怖いです。（調布ヶ丘　鈴木ヒデヨ）





●第五八回例会（二〇一〇年十二月十一日）


 「坂の上の雲」の落しもの





北朝鮮をどう見るか


　　　　今回はお２人のお話をうかがいます


　●先ごろ北朝鮮を訪問された丸山重威さん（調布「憲法ひろば」世話人）にご報告をお願いしました。「見てきた北朝鮮の断面」を、ご自分で撮られた写真も使ってお話しします。●同時に、在日朝鮮人３世で「北朝鮮問題」を研究しておられる高一（コ・イル）さんの報告をいただきます。





　　日時：２０１１年１月８日(土)13時半～16時


　　会場：あくろすホール１　　資料代300円　





　お話・その１：丸山重威さん


　　写真で見る北朝鮮／北朝鮮と日本


　お話・その２　高一(コ・イル)さん


　　北朝鮮外交－研究者としての立場で


























　十一月十三日（土）、「九条の会東京連絡会」主催で、蒲田の大田区産業プラザで開催。調布「憲法ひろば」は十一月例会に代えて参加をよびかけた。六階建ての全館を使って講演・映画から「九条寄席」までの多彩な催し。一階大展示ホールには五八団体（と個人）のブースがひしめき合う。高校生グループが辺野古への米軍基地移設反対の署名を集めているかと思えば、わが「ひろば」の石山久男さんが「東京都平和祈念館建設を求める署名」を集める姿もあった。笹本潤さんの『世界の平和憲法』もよく売れているようだった。入場者は約三〇〇〇人だったとのこと。調布「憲法ひろば」も調布でこんなお祭りができるといいなと思う。さしあたり、六月の「たづくり」のおまつりに参加してはどうだろうか。　（石川記）








＜次回・第６０回(２月)例会の予定＞


産めよ殖やせよ･･･人口政策史


　日時：２０１１年２月19日(土)13時半～16時


　お話：むらき数子さん（調布｢憲法ひろば｣世話人）














